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（洗心書道会長 佐藤法龍氏 筆）
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第　132　号　  (２)令和２年１月１日 た　が　わ

田川税務署長

児玉　治雄

公益社団法人
　田川法人会

　会　長

　中畑　正人

青
年
部
会 

部
会
長　

永　

原　

譲
太
郎

女
性
部
会 

部
会
長　

真　

鍋　
　
　

糸

女
性
部
会
で
は
租
税
教
育
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
置
き
傘
の

設
置
、
キ
ャ
ッ
プ
等
の
収
集
な
ど

社
会
貢
献
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

ご
指
導
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　

女
性
部
会
員
一
同

皆
様
に
と
っ
て

幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

令
和
二
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

日
頃
よ
り
田
川
市
郡
内
の
皆
様
に
は

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す

田
川
法
人
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め

邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

今
年
も
何
卒
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

役
員
一
同

青
年
部
会
で
は
社
会
貢
献
事
業
を

は
じ
め
租
税
教
育
に
今
年
も
会
員

一
同
親
会
と
共
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

   　
　
　
　

青
年
部
会
員
一
同



令和２年１月１日た　が　わ(３)　  第　132　号

　11月11日～17日までの１週間にわたり、「税を考える週間」が行われました。
　多くの人に税の仕組みや目的を考えてもらい、税に対して理解を深めてもらうことを目的に
全国で行われているもので、田川税務署管内でも、税に関する作文の募集・表彰、納税表彰等
の行事が実施されました。
　当法人会もこの行事に協賛し、正しい税知識の普及に努めてまいりました。

令和元年度

税を考える週間

▲福智高校にて ▲西田川高校にて ▲東鷹高校にて ▲田川高校にて ▲田川科学技術高校にて



第　132　号　  (４)令和２年１月１日 た　が　わ

令
和
元
年
度 

納 

税 

表 

彰

「
税
の
標
語
」
表
彰

▲中央中学校にて▲糸田中学校にて ▲後藤寺中学校にて

▲梶原　義勝氏 ▲澤村　清太郎氏 ▲江藤　忠典氏



令和２年１月１日た　が　わ(５)　  第　132　号

社会貢献活動

第
24
回　

親
と
子
の
映
画
祭

第
27
回　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

８
月
24
日
（
土
）
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
第
24
回
親
と
子
の
映
画
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

最
新
版
大
ヒ
ッ
ト
作
「
名
探
偵
コ
ナ
ン

〜
紺
青
の
拳
〜
」
を
上
映
し
、
４
３
２
名

の
子
ど
も
達
と
保
護
者
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
映
の
あ
と
、
子
ど
も
達
に
税
に
対
し

て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
「
税
金

〇
×
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
、
回
答
の
た
び

に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

全
員
に
、
法
人
会
マ
ス
コ
ッ
ト
の
け
ん

た
グ
ッ
ズ
や
コ
ナ
ン
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
ま

し
た
。

　

10
月
４
日
（
金
）
に
第
27
回
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
鷹
羽

ロ
イ
ヤ
ル
Ｃ
Ｃ
で
開
催
し
、
１
１

０
名
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
、

糸
田
町
と
福
智
町
の
社
会
福
祉
協

議
会
へ
、
11
月
の
会
員
増
強
表
彰

式
に
て
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
参
加
し
て
頂
い

た
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
方
か
ら
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
金
に
よ
り
、
社
会
貢
献

と
し
て
の
寄
贈
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
法
人
会
の
役
員
の
方

か
ら
の
協
賛
金
、
会
員
企
業
様
か

ら
の
協
賛
品
に
よ
り
、
盛
会
な
表

彰
式
と
抽
選
会
を
開
催
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
当
日
お
手
伝
い
を
し
て

頂
い
た
厚
生
委
員
会
と
大
同
生
命

の
推
進
員
の
方
々
に
も
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
会
員
の
親
睦
と
地
域
社

会
へ
の
貢
献
を
目
的
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
厚
生
委
員
長　

加
納　

仁
志
）

田川法人会ホームページをご利用ください

 URL：http ://t -hou j in . jp/

田川法人会 検 索検 索

　田川法人会のホームページでは、税に関する情報、各種研修会・
講演会等のご案内、会員サービス、事業報告などを掲載しています。
　また、企業の紹介が無料で掲載できます。ご希望の方は事務局ま
でご連絡ください。

会員増強表彰式にて糸田町と福智町の
社会福祉協議会へ寄贈



第　132　号　  (６)令和２年１月１日 た　が　わ

法人会女性部会

いちごプロジェクト

　

11
月
３
日
（
日
）
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
コ
ー
ル
マ
イ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
、
11
月
９
日
（
土
）
道
の
駅
い
と
だ
お

じ
ゅ
ご
ん
ち
市
場
、
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
、
11
月
16
日
（
土
）

道
の
駅
香
春
わ
ぎ
え
の
里
で
「
税
を
考
え
る
週
間
」
行
事

の
一
環
と
し
て
税
金
〇
×
ク
イ
ズ
を
実
施
し
、
合
計
５
５

０
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
た
消
費
税
に
つ
い
て
出

題
し
、
皆
さ
ん
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う

で
し
た
。

　

女
性
部
会
で
は
、
今
回
で
８
年
目
と
な
る
小
学

校
へ
の
置
き
傘
の
配
布
を
９
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
田
川
市
・
糸
田
町
・
福
智
町
・
赤

村
の
11
校
へ
合
計
２
０
０
本
を
配
布
致
し
ま
し
た
。

税
金
○
×
ク
イ
ズ

置
き
傘
の
設
置

　

田
川
法
人
会
で
は
、
「
税
」
の
Ｐ

Ｒ
の
た
め
の
広
告
塔
を
田
川
市
郡
内

４
ケ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
30
年
６
月

に
香
春
町
の
広
告
塔
（
香
春
町
大
字

高
野
）
、
令
和
元
年
９
月
に
田
川
市

（
田
川
市
大
字
川
宮
）
の
広
告
塔
を

立
て
替
え
ま
し
た
。

広
告
塔
の
立
て
替
え

▲歓遊舎ひこさん

▲田川小学校にて

▲道の駅香春

▲TAGAWAコールマインフェスティバル▲道の駅いとだ

▲鎮西小学校にて

▲上赤分校にて ▲赤小学校にて



令和２年１月１日た　が　わ(７)　  第　132　号

地域別最低賃金

福岡県最低賃金

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業

１時間 841円

１時間 975円
電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

１時間 926円

輸送用機械器具製造業 １時間 944円
百貨店、総合スーパー １時間 889円
自動車（新車）小売業 １時間940円

令和元年10月１日

令和元年12月10日

効力発生日

特定最低賃金 効力発生日

最低賃金改定のお知らせ

▲津野小学校にて

▲池尻小学校にて

▲中元寺小学校にて

　

青
年
・
女
性
部
会
で
は
、
田
川
市
郡
の
小
学
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に
租

税
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
９
年
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
13
校

を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

　

初
め
て
講
師
を
務
め
る
部
会
員
も
い
ま
す
が
、
勉
強
会
へ
の
参
加
や
自
身

で
予
習
す
る
こ
と
で
、
本
番
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
を
進
め
る
こ
と
が
出
来

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
子
供
た
ち
に
税
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

更
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
租
税
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
部

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

租
税
教
室

事
務
局
か
ら
お
願
い

記

(公社)田川法人会会長　中畑正人(ナカハタマサト) 名義

　　　　　　　　　 普通預金　口座番号

田川信用金庫西支店　　〃　　 

福岡銀行後藤寺支店　　〃　

　  〃　 伊 田 支 店　　〃　

　  〃 　川 崎 支 店　　〃

　  〃 　添 田 支 店　　〃

　  〃 　金 田 支 店　　〃

西日本シティ銀行東田川支店　　〃

　  〃 　田 川 支 店　　〃

33203

1105011

1201446

763427

999345

1018345

604967

953745

○
令
和
元
年
度

　
　
　

年
会
費
納
付
の
お
願
い

　

令
和
元
年
度
年
会
費
未
納
の
方
は
、

左
記
い
ず
れ
か
の
口
座
へ
お
振
込
み

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

※
会
費
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
預
金

口
座
か
ら
の
自
動
振
替
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
関
し
て
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
法
人
の
名
称
・
所
在
地
・
代
表
者

氏
名
・
電
話
番
号
等
の
変
更
が
生
じ

た
時
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

事
務
局

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

４
５-

８
０
０
５

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

４
５-

８
１
０
５

※特定最低賃金に該当しない産業
　は、福岡県最低賃金（１時間
　841円）が適用されます。
　詳しくは、福岡労働局労働基準
　部監督課賃金室

TEL 092 - 411 - 4578
　FAX 092 - 411 - 4875

　ホームページアドレス
　https://jsite.mhlw.go.jp/fukuoka-
　roudoukyoku/
　または、お近くの労働基準監督
　署までお尋ねください。

《福岡県と県内全市町村からのお知らせ》

　【制度に関すること】
　　福岡県税務課個人住民税徴収機動班
　　　　　　TEL092-643-3049
　【手続きに関すること】
　　各市町村個人住民税担当課

　個人住民税の特別徴収とは、所得
税の源泉徴収と同様に、給与支払者
である事業主の方が、従業員の方に
毎月支払う給与から個人住民税を差
し引き、納税義務者である従業員の
方に代わって市町村に納入していた
だく制度です。
　原則として全ての従業員の方が対
象となりますが、県内市町村統一で
設定した基準に該当し、かつ、特別
徴収が困難な場合は、給与支払報告
書を提出する際に「普通徴収申請
書」による手続きを行うことで特別
徴収を行わないことができます。
　この手続きがない場合は特別徴収
となります。該当する場合はお手続
きをお忘れなく！

県内全市町村は
個人住民税の特別徴収を
　　　徹底しています！

※詳細は、本号の折り込み
　チラシをご覧ください。

お
問
い
合
せ
先



第　132　号　  (８)令和２年１月１日 た　が　わ

青
年
部
会
研
修
会

女
性
部
会
見
学
研
修

優
良
企
業
見
学
研
修

　

９
月
19
日
（
木)

優
良
企
業
見
学
研
修
を
実
施
し
、

63
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

福
岡
市
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
博
多
工
場
で
は
、
ま
ず

ビ
デ
オ
に
て
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
歴
史
を
学
び
、
上
映

後
は
工
場
内
を
見
学
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
分
か
り
や
す

い
説
明
と
と
も
に
、
製
造
か
ら
瓶
詰
め
ま
で
の
工
程

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
試
飲
会
場
に
て
、
皆
さ
ん
出
来
た
て
の

生
ビ
ー
ル
を
堪
能
し
、
隣
接
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
会
場
ま
で
の
バ
ス
の
中
で
、
税
金
○
×
ク
イ

ズ
を
実
施
し
、
参
加
賞
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
筑
紫
野
市
の
天
拝
の
郷
に
て
い
た
だ
き
、

昼
食
会
場
で
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も
行
い
、
記
念
品

を
進
呈
し
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
太
宰
府
天
満
宮
へ
と
移
動
を
し
、
み
な

さ
ん
参
拝
や
、
参
道
に
て
お
土
産
な
ど
を
購
入
し
て

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
２
日
（
月
）
華
扇
に
お
い
て
、
田

川
税
務
署
児
玉
署
長
、
小
畑
統
括
官
を
お
招
き
し
て
、

青
年
部
会
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
児
玉
署
長
よ
り
、
忘
年
会
時
期
に

ぴ
っ
た
り
な
「
お
酒
の
お
も
し
ろ
講
座
」
と
い
う
題

目
で
、
酒
税
の
仕
組
み
や
、
お
酒
に
ま
つ
わ
る
様
々

な
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
話
前
に
全
員
に
配
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ

ス
ト
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
人
が
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
う
え
で
、
部
会
員
同
士
で
、
「
懇
親
会
で

ど
ん
ど
ん
お
酒
を
飲
ん
で
納
税
し
ま
し
ょ
う
！
」
と

楽
し
い
講
話
の
締
め
く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
署
長
を
は
じ
め
皆
さ
ん
和
気
あ
い

あ
い
と
意
見
交
換
し
あ
い
、
ま
た
今
後
の
青
年
部
会

活
動
に
つ
い
て
熱
く
語
り
あ
い
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
青
年
部
会
員
増
強
の
た
め
、
オ
ブ
ザ

ー
ブ
参
加
の
方
が
多
数
お
ら
れ
、
皆
さ
ん
、
青
年
部

会
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
会

員
増
強
の
い
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
青
年
部
会
副
部
会
長　

香
月　

太
郎
）

　

９
月
13
日
（
金
）
、
糸
島
に
行
き
ま
し
た
。

　

浜
地
酒
造
を
見
学
し
、
日
本
酒
や
甘
酒
な
ど

を
試
飲
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
美
味
し
く
、
皆
さ

ん
た
く
さ
ん
買
い
物
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
僧
伽
小
野
一
秀
庵
。
お
料
理
も
窓
か

ら
の
景
色
も
素
晴
ら
し
く
、
満
足
し
ま
し
た
。

　

帰
り
に
糸
島
手
造
り
ハ
ム
と
伊
都
菜
彩
に
寄

り
、
楽
し
く
無
事
に
帰
り
着
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
女
性
部
会
長　

真
鍋　

糸
）

女
性
部
会
税
務
研
修
会

　

９
月
３
日
（
火
）
、
法
人

課
税　

小
畑
統
括
官
を
講

師
に
迎
え
、
「
源
泉
所
得

税
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
」

と
「
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
」
に
つ
い
て
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
不
明
な
点
や

様
々
な
疑
問
点
を
質
問
し

て
い
ま
し
た
。
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◆
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

７
月
１
日
か
ら
12
日
ま

で
、
た
が
わ
情
報
セ
ン
タ

ー
に
て
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
簡

単
コ
ー
ス
・
応
用
コ
ー
ス

を
実
施
し
、
各
コ
ー
ス
８

〜
14
名
の
方
に
受
講
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
新
設
法
人
説
明
会

　

９
月
５
日
（
木
）
田
川
税
務
署
に
て
、

新
設
法
人
を
対
象
に
実
施
し
、
４
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

田
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門
担
当
官

よ
り
、
テ
キ
ス
ト
「
会
社
の
税
金
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
も
と
に
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
田
川
法
人
会
樋
口
専
務
理

事
よ
り
、
法
人
会
の
活
動
方
針
や
事
業

活
動
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
法
人
会
へ

の
加
入
勧
奨
を
し
ま
し
た
。

◆
決
算
法
人
説
明
会

　

７
月
26
日
（
金
）
田
川
青
少
年
文

化
ホ
ー
ル
に
て
研
修
会
を
実
施
し
、

66
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

九
州
北
部
税
理
士
会
田
川
支
部
所

属
の
川
上
税
理
士
よ
り
、
「
月
次
で

す
る
こ
と
・
決
算
で
す
る
こ
と
」
と

題
し
、
決
算
実
務
の
仕
方
や
税
理
士

の
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
税
制
改
正
提
言
活
動

　

令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
提

言
活
動
を
、
12
月
９
日
（
月
）

に
税
制
委
員
長
、
税
制
委
員
３

名
、
樋
口
専
務
理
事
の
計
５
名

で
実
施
し
、
田
川
市
の
二
場
公

人
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま

た
、
12
月
10
日
（
火
）
に
は
武

田
良
太
衆
議
院
議
員
事
務
所
と

田
川
郡
町
村
会
会
長
会
事
務
所

を
訪
問
致
し
ま
し
た
。

　

田
川
市
役
所
で
は
、
二
場
市

長
と
４
名
の
総
務
部
税
務
課
の

方
々
に
ご
面
談
い
た
だ
き
、
税

制
委
員
長
挨
拶
の
後
、
樋
口
専

務
理
事
よ
り
、
「
令
和
２
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
に

つ
い
て
説
明
を
致
し
ま
し
た
。

　

市
長
に
は
30
分
程
度
お
時
間

を
い
た
だ
き
、
固
定
資
産
税
の

評
価
方
法
の
抜
本
的
見
直
し
の

件
や
10
月
か
ら
の
消
費
税
引
き

上
げ
に
伴
う
対
応
措
置
等
に
つ

い
て
お
話
を
お
聞
き
致
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
軽
減
税
率
制

度
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
事

務
負
担
が
大
き
い
う
え
、
税
制

の
簡
素
化
、
税
務
執
行
確
保
か

ら
の
観
点
か
ら
問
題
が
多
い
の

で
、
単
一
税
率
の
方
が
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
税
増
税
後
の
田

川
市
の
景
気
の
現
状
等
を
お
聞

き
い
た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
２

ヶ
月
程
し
か
経
っ
て
な
く
、
デ

ー
タ
が
無
い
と
い
う
事
で
12
月

９
日
現
在
で
は
、
ま
だ
景
気
の

動
向
は
、
つ
か
め
て
い
な
い
と

い
う
事
で
し
た
。

　

30
分
の
面
談
時
間
は
、
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
が
、
市
長
の

貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
出
来
、
有
意
義
な
訪
問

と
な
り
ま
し
た
。

(
税
制
委
員
長　

梶
原　

義
勝)

事
業
報
告

法人会会員向け貸倒保証制度

　法人会専用に設計された団体取引信用保

険で、全国各地の都道県法人会連合会が保

険契約者、法人会会員企業の皆様が加入者

（被保険者）となる団体契約です。

　貴社お取引先（債務者）の法的整理事由の発
生、または履行遅滞の発生により売上債権が回
収できない場合に貴社が被る損害の一定部分を
保険金でカバーする制度です。

法人会貸倒保証制度特設ホームページ『http://www.mskhoken.com/houjin/』をご覧ください。
田川法人会ホームページhttp://t-houjin.jp/からもご覧になれます。詳しくは…

貸倒保証制度とは制度概要
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企 業 紹 介

　当社は筑豊の名峰香春岳
のふもとに創業者の名をそ
のまま社名とし、中島辰三
郎商店として創業いたしま
した。
　同時に日本セメント株式
会社（現　太平洋セメント
株式会社）と特約販売契約
を締結し、筑豊地区を中心
にセメント販売を開始いた
しました。　

　昭和53年に「株式会社　中島辰三郎商店」
へ改称し、セメントの販売のみならず生コンク
リートやその他建築資材も幅広く取り扱ってお
り、特に生コンクリート・セメントにおいては、
製造・販売・運送の一体化を図り、効率的な営
業活動を展開し、今では九州各地のセメントユ
ーザー様へのセメント納入や、大手ゼネコン様
への生コンクリート納入等、幅広くお取引をさ
せていただいております。
　これからも、人と人とのつながりを大切にし、
常にお得意様第一の精神を貫き、皆様の信頼に
お応えすべく迅速かつ丁重をモットーとし、役
職員一同、企業業績の向上と豊かな地域社会へ
の貢献を目指して努力してまいります。

代表取締役

中島　辰也

住　　所　田川郡香春町大字香春263-1
Ｔ Ｅ Ｌ　09 4 7－3 2－2 5 6 7
Ｆ Ａ Ｘ　09 4 7－3 2－4 4 7 2
営業種目　セメント資材卸売業

株式会社
中島辰三郎商店

　弊社は、主に福岡県の実
施する公共職業訓練の受託
による職業訓練の実施を行
っております。
　主な訓練内容は、パソコ
ン関係では、ワード・エク
セル・電子メールの基本～
応用操作「中央職業能力開
発協会・コンピュータサー
ビス技能検定」の２～３級。
経理の技能として「日本商

工会議所主催簿記検定」の２～３級並びに「電
子会計実務検定」（主に弥生会計を用いた会計
ソフトを利用しての経理業務対策）や本年度よ
り新設された「簿記初級」等の公的資格の取得
を通して確実な技能習得を目指し、就職へと結
びつけるカリキュラムで６ヶ月の訓練期間のコ
ースを年間におおむね３回実施し、年間約70名
程度の訓練修了者を送り出しております。
　法人会会員企業様へも、弊社訓練修了生を社
員として迎えていただいており深く感謝いたし
ております。
　技能習得だけではなく、訓練修了生の就職に
重点を置いておりますので、求人についてのお
問い合わせがございましたらお気軽にご連絡お
願いいたします。

代表取締役

前田　孝治

パソコンと簿記のスクール
有限会社 EDJAPAN.COM

住　　所　田川市川宮932-1
Ｔ Ｅ Ｌ　09 4 7－4 7－1 1 0 1
Ｆ Ａ Ｘ　09 4 7－4 7－1 1 0 2
営業種目　公共職業訓練の受託
M a i l　info@ed japan . com
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会
員
数 

１
２
９
６
社

加
入
率 

88
・
４
％

令
和
元
年
度

会
員
増
強

　

運
動
表
彰
式

　
　
　
　

開
催

新
入
会
員
紹
介

平
成
30
年
12
月
〜
令
和
元
年
11
月
入
会

会員増強運動第34次 （支部・地区会議）

　

令
和
元
年
度
会
員
増
強
運
動

表
彰
式
を
11
月
26
日
（
火
）
香

春
町
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
田

川
税
務
署
長
を
は
じ
め
ご
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
運
動
に
お
い
て
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
支
部
と

個
人
に
対
し
、
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

○
加
入
率
の
高
い
支
部

　

最
優
秀
賞　

第
12
支
部

　

優
秀
賞　
　

第
６
支
部

　

準
優
秀
賞　

第
16
支
部

○
加
入
率
の

　

伸
び
の
高
い
支
部

　

最
優
秀
賞　

第
14
支
部

　

優
秀
賞　
　

第
７
支
部

　

準
優
秀
賞　

第
３
支
部　

○
特
別
賞
（
他
支
部
を
加
入

　

勧
奨
し
た
個
人
）

　

(

第
４
支
部
）
野
田　

大
介

　

(

第
４
支
部
）
香
月　

太
郎

　

(

第
６
支
部
）
市
岡　

敏
生

　

(

第
７
支
部
）
寺
田　

祐
介

　

(

第
７
支
部
）
今
村　

寿
人

　
(

第
９
支
部
）
熊
木　

秀
一

　

(
第
12
支
部
）
桑
野　

秀
幸

　

今
年
も
全
国
一
を
目
指
し
て
、

会
員
増
強
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
よ
り
支
部
・
地
区
会
議
を

開
催
し
、
各
支
部
長
・
地
区
長
は

じ
め
役
員
の
方
の
奮
闘
努
力
、
ま

た
、
税
理
士
の
先
生
方
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
88
・
４
％
の
加
入
率

を
達
成
出
来
ま
し
た
。

（
組
織
委
員
長　

柏
木　

正
國
）
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令
和
元
年
11
月
７
日
〜
８
日
両
日
に

わ
た
り
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
大
分

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
『
湧
き
上

が
れ
！
未
来
を
動
か
す
熱
き
パ
ワ
ー
〜

「
豊
の
国
大
分
」
か
ら
の
第
一
歩
〜
』

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
よ
り
約

２
５
０
０
名
の
青
年
部
会
員
が
一
堂
に

会
し
ま
し
た
。(

当
法
人
会
６
名
が
参
加)

　

初
日
は
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
会
議
、
全
法
連
青
年
部
会
第
２
回
連

絡
協
議
会
、
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
租
税
教
育
プ
レ

ゼ
ン
で
は
熊
本
県
連　

都
城
法
人
会
青

年
部
が
今
年
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

「
人
を
思
い
や
り
支
え
あ
う
心
〜
未

来
の
た
め
に
今
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
供
た
ち

が
税
を
大
切
に
思
い
、
将
来
納
め
る
こ

と
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
行
動
す
る
き

っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
重
視
し
た
内

容
と
な
っ
て
お
り
小
学
生
向
け
に
バ
ス

ツ
ア
ー
で
公
共
施
設
を
巡
り
、
職
場
体

験
や
仮
想
通
貨
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
、
税
の
使
途
や
社
会
貢
献
に
つ
い

て
学
ぶ
場
な
ど
、
今
後
の
租
税
教
室
の

進
め
方
に
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
式
典
は
星
野
大
会
会
長
（
田
川

出
身 : 

現 

か
ぼ
す
本
家
代
表
）
の
開
会

の
辞
に
始
ま
り
、
全
法
連
青
年
部
会
連

絡
協
議
会
玉
川
会
長
、
全
法
連
小
林
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
国
税
庁
課

税
部
長
、
大
分
県
知
事
、
大
分
市
長
か

ら
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
で
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
・
雑
誌
な
ど
様
々

な
分
野
で
活
躍
の
ア
ン
・
ミ
カ
氏
が
「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
志
向
〜
健
康
な
心
と
体
で
未

来
を
動
か
す
〜
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
幼
少
の
頃
は
容
姿
に
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
持
ち
、
母
親
か
ら
の
４
つ

の
魔
法
（
姿
勢
・
笑
顔
・
目
・
会
話
）

で
克
服
し
た
こ
と
や
、
人
材
育
成
に
つ

い
て
も
個
性
を
見
極
め
過
度
な
期
待
を

持
た
ず
、
そ
の
人
の
感
情
を
見
極
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
斎
藤
実
行
委
員
長
よ

り
「
法
人
会
か
ら
日
本
を
変
え
る
」
と

い
う
決
意
表
明
で
大
分
大
会
が
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
参
加
し
、
税
制
改
正

提
言
活
動
や
青
年
部
会
を
中
心
と
し
た

租
税
教
育
活
動
を
通
じ
て
法
人
会
の
意

義
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
の
青
年
部
会
と
交

流
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
使
命
と
活
動

の
自
信
と
誇
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

（
青
年
部
会
理
事　

小
賦　

英
憲
）

第
36
回 

法
人
会
全
国
大
会  

三
重
大
会

第33回
法人会全国青年の集い

大分大会

　

10
月
３
日
、
第
36
回
法
人
会
全
国
大
会
三
重
大
会
に
出

席
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
「
皇
室
と
神
宮
」
と
い
う
演
題
で
、
伊

勢
神
宮
広
報
室
広
報
課
長　

音
羽　

悟
氏
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
か
ら
令
和
へ
、
普
段
聞
け
な
い
皇
室
と
伊

勢
神
宮
と
の
関
係
や
年
間
の
各
種
行
事
内
容
を
詳
し
く
聞

く
事
が
で
き
、
大
変
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
約
１
８
０
０
名
の
会
員
が
参
加
し
、

国
税
局
長
の
ご
挨
拶
に
始
ま
り
三
重
県
知
事
の
よ
う
こ
そ

三
重
へ
の
大
変
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
歓
迎
ご
挨
拶
が
あ
り
、
会

場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
、
『
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
』
の
要
旨
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
費
税
が
８
％
か
ら
10
％
に
変
わ
っ
た
直
後
の
全
国
大

会
で
し
た
の
で
、
今
後
の
消
費
税
の
有
り
方
や
経
済
動
向
に

つ
い
て
も
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
周
囲
で
は
法
人
会
会
員
企
業
や
、
ま
ち
興
し
Ｐ
Ｒ

団
体
等
が
三
重
物
産
展
を
開
催
し
、
地
域
の
特
色
あ
る
物

産
の
販
売
や
、
三
重
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

食
の
宝
庫
『
三
重
』
、
懇
親
会
で
は
特
産
の
松
阪
牛
や

伊
勢
海
老
、
当
日
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
の
お
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
多
く
の
参
加
者
が
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

法
人
会
に
入
会
し
て
、
初
め
て
の
全
国
大
会
参
加
で
し

た
が
、
大
変
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
第
37
回

全
国
大
会
は
岩
手

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
岩
手
県

連
が
Ｐ
Ｒ
活
動
に

励
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

（
常
任
理
事

　
　

鬼
丸　

昌
広)

新春特別
講演会

日時�令和２年３月５日(木)　14時
講師�吉川　美代子氏（アナウンサー）
場所�青少年文化ホール

受講料�無料

会員以外の方も
参加できます



令和２年１月１日た　が　わ(13)　  第　132　号



第　132　号　  (14)令和２年１月１日 た　が　わ



令和２年１月１日た　が　わ(15)　  第　132　号



第　132　号　  (16)令和２年１月１日 た　が　わ

北九州支社
〒802-0005　北九州市小倉北区堺町1-2-16十八銀行第一生命共同ビル８F


